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令和元年度厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

「HIV感染者の妊娠・出産・予後に関する疫学的・コホート的調査研究と情報の普及啓発法の開発 

ならびに診療体制の整備と均てん化に関する研究」班 

分担研究報告書 

 

研究分担課題名：HIV をはじめとする性感染症と妊娠に関する情報の普及啓発法の開発 

 

研究分担者：桃原 祥人   東京都立大塚病院産婦人科部長 

研究協力者：塚原 優己  国立研究開発法人国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター 

    産科・診療部長 

渡邉 英恵   独立行政法人国立病院機構豊橋医療センター看護部・看護師長 

羽柴 知恵子  独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター外来・副看護師長 

廣瀬 紀子  地方独立行政法人山梨県立北病院医療安全管理室・看護師 

津國 瑞紀  独立行政法人国立病院機構仙台医療センター母子医療センター・助産師 

佐野 貴子  神奈川県衛生研究所 微生物部・主任研究員 

鈴木 ひとみ 国立研究開発法人国立国際医療研究センターエイズ治療・研究開発セン 

   ター・コーディネーターナース 

長與 由紀子 独立行政法人国立病院機構九州医療センターAIDS/HIV 総合治療セン 

   ター・HIV 専任看護師 

谷村 憲司  神戸大学医学部附属病院総合周産期母子医療センター・准教授 

森實 真由美 神戸大学医学部附属病院総合周産期母子医療センター・講師 

木内 英   東京医科大学臨床検査医学分野・主任教授 

浅野 真    東京都立大塚病院産婦人科医員 

 

研究要旨： 

一般市民向けの講習会、SNS を用いて性感染症に関する情報を発信すること、さらに日本産婦人

科感染症学会や日本性感染症学会の監修を受けて、性感染症に関する小冊子を作成することなどに

より、一般市民の HIV/AIDS への偏見を解消し、各種性感染症に関する情報の普及啓発に寄与する

ことが目的である。令和元年度はエイズ文化フォーラム 2 か所、大学祭 2 か所、市民公開講座 1 か

所で講演会等を行った。Twitter アカウントは定期的に更新され、HIV に関する新情報を発信して

いる。さらに A3 折込型リーフレット「クイズでわかる性と感染症の新ジョーシキ―あなたはどこ

まで理解しているか！？」を令和元年度に発刊した。今後このリーフレットを喜多分担班による妊

婦アンケート調査の定点施設等で配布し、妊婦の教育啓発効果を検証し、知識レベルの向上を目指

す。さらに「HIV や梅毒をはじめとする性感染症に関する小冊子」を令和 2 年度中に発刊し、リー

フレットと共に若者への教育啓発資料とする。 

 

A.研究目的 

HIV 等の性感染症と妊娠に関する若者の知識

レベルは低く、学校教育以外の方法でもこれを

向上させる必要がある。HIV をはじめとする性

感染症と妊娠に関する情報の普及啓発法の開

発により国民に根強く残る HIV/AIDS への偏

見を解消し、HIV 母子感染のみならず、性感染

症全般とその妊娠への影響に対する国民の理
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解向上および予防啓発に寄与する。 

 

B.研究方法 

1．全国各地で開催されているエイズ文化フォ

ーラムや学園祭への参加、あるいは市民公開講

座等を企画して、HIV 感染に関する情報と研究

成果を周知することにより、国民の HIV 感染

妊娠に関する認識と知識の向上を図る。 

2．妊婦の HIV スクリーニング検査や妊婦健診

の重要性および各種性感染症に関する情報の

普及啓発を目的に、A3 折込型リーフレット「ク

イズでわかる性と感染症の新ジョーシキ―あ

なたはどこまで理解しているか！？」を発行し、

妊婦や若者に配布し知識の向上を図る。さらに

小冊子「HIV や梅毒をはじめとする性感染症に

関する小冊子（仮題）」を日本産婦人科感染症

学会や日本性感染症学会の監修を得て作成し、

印刷物・ホームページ・SNS・マスコミなどを

媒体として広く国民に周知する。学会関連の有

識者、市民団体、行政などの関連機関と連携し

ながら、令和 2 年度の刊行と拡散を目指す。 

3．Twitter アカウント

（https://twitter.com/HIVboshi）を平成 30 年

7 月に取得した。適時コンテンツを増加し、HIV

をはじめとする性感染症を中心に情報提供を

行う。 

 

（倫理面への配慮） 

調査研究においては、平成 29 年 2 月改正告示

の文部科学省・厚生労働省「人を対象とする医

学系研究に関する倫理指針」を遵守しプライバ

シーの保護に努めた。 

 

C.研究結果 

1．令和元年度は、エイズ文化フォーラムは 2

か所に参加・出展した。8 月 4 日は横浜で開催

され、当講演会への参加者は 30 名であった。

地域住民、学校保健や医療の関係者、学生など

で、他県からの参加者も多数あった。HIV/AIDS

と現在感染者が急増している梅毒について、病

気の基礎知識と妊娠・出産への影響について説

明した。HIV 感染告知を受けた女性の反応やサ

ポートについて、また妊娠・出産など女性特有

のライフスタイルへの影響についての質問が

多かった。9 月 30 日は京都で開催され、当出展

への訪問者は 5 名のみであった。大学祭は 2 か

所に参加した。11 月 3 日は日本大学医学部・看

護専門学校共催で、板橋保健所と共同で啓発カ

ードを 100 枚配布した。11 月 24 日は東京理科

大学葛飾キャンパスで、葛飾区保健所と共同で

ミニ講演会を開催したが参加者は 5名にとどま

った。市民公開講座は「感染症から母子を守る

ために～HIV をはじめとする性感染症を中心

に～」と題して、那覇市 IT 創造館で 2020 年 2

月 8 日に開催した。那覇市内と近隣の高校・大

学・産婦人科医療施設および報道各社に参加案

内状とポスター（資料 1）を郵送した。時期的

に新型コロナウイルス感染拡大の懸念から、参

加者は医療関係・教育関係の 18 名にとどまっ

た。 

2．さらに A3 折込型リーフレット「クイズでわ

かる性と感染症の新ジョーシキ―君はどこま

で理解しているか！？」（資料 2）を令和 2 年 3

月に刊行した。これを令和 2 年度に喜多分担班

による妊婦アンケート調査の定点施設および

奈良県総合医療センター近隣の奈良市内分娩

取扱施設で配布し、妊婦の教育啓発を図ること

で知識レベルの向上を目指す。「HIV や梅毒を

はじめとする性感染症に関する小冊子」は令和

2 年度の発刊を目指して準備中である。 

3．Twitter アカウントは定期的に更新され、

HIVに関する新情報を発信している（資料 3）。

令和 2年 3月現在、投稿コンテンツは 34件で、

フォロワー数も順調に増加し、2020 年 3 月現

在 246 名である。 

 

D.考察 

エイズ文化フォーラムや学園祭などの既存の

機会を利用した教育啓発活動では、事前広報活

動の不足などのため集客数の確保に課題が残

https://twitter.com/HIVboshi）を平成30年8
https://twitter.com/HIVboshi）を平成30年8
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った。また特定された参加者である可能性があ

り、一般国民の知識レベルの向上に寄与できて

いるとは言い難い。このような観点から、市民

公開講座の開催やリーフレット・小冊子の作成

と配布による教育啓発法は新しいアプローチ

であると考える。そして HIV や梅毒をはじめ

とする性感染症に関して、高校生や大学生を対

象とした公開講座やリーフレット・小冊子によ

る地域的・定点的介入が発端となり、国民全体

の知識レベルの向上につながることを検証し

ていくことも重要である。妊婦健診時における

アンケート調査は知識レベルの向上を検証で

きる手法である。この検証結果を公表すること

により全国の自治体やマスコミのさらなる協

力が得られ、広域的な介入成果が得られるもの

と期待する。 

 

E.結論 

HIV や梅毒をはじめとする性感染症に関する

正確な情報を公開講座、リーフレットや小冊子、

ガイドラインやマニュアル、マスコミなどを媒

体として医療従事者及び一般国民に提供し、教

育啓発を行うことにより、今後われわれが提案

していく HIV 感染妊娠に対するわが国の診療

体制を国際的標準モデルの一つとして推奨で

きるものにすることができる。 

 

G.研究業績 

論文 

（欧文） 
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1. 谷村 憲司、山田 秀人：周産期のくすり大事

典 妊娠期・分娩時・産褥期・新生児の薬剤
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&ワクチン 133 大解説】(第 1 部)くすり大解
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